
                   地区番号：２地区名：六合  旧  阿知ケ谷村古文書目録  
                                                                                                                 （平成１８年３月１６日調査） 
 Ａ－２  支配－法令                                                                   ＮＯ、１  
 

 通し番号 
 文書番号 

 分 
 類 

 年号   年  月   日  
 西暦（   ）・干支 

    標     題    ◎差出人（役名・名前）  
   〓受取人（役名・名前）  

       摘      要     備  考  原ｺ写 
 本ﾋﾟ真 

 形 
 態 

 数 
 量 

 撮 
 影 

 箱 
 番号 

   1 
   3 

 Ａ 
 ２ 

 なし     ７月 
       ・子 

 
 取究倹約之事 
 (大旱魃を機に15ｹ村取決め) 

 
 ◎村役人 
 
 〓なし(後欠ｶ) 

 子年の稀に見る大旱魃により村内困窮増し､15ｹ村が相談の上取決めを行なっ 
 た｡それは10ｹ条から成り､例を挙げれば次の通り､①年貢は期限通りに納め 
 郷蔵の番も怠らぬ事､②博奕等の勝負事は禁止されており厳重に守る事､③婚礼 
 祝儀や仏事は一汁一菜､手軽に､④履物は草履に限り､雪駄は禁止､5節句､霜 
 月の祝いは延期､⑤若者大勢集まり酒盛りは禁止､⑥村役人の出会は質素にし村 
 入用の支出を減らす｡ 

  
 
 原本 

 
 
 状 

 
 
 １ 

 
 
 ◯ 

 
 
 78 

 
 Ａ－３  支配－治安                                                                          
 

   2 
  13 

 Ａ 
 ３ 

 なし  
 なし 
 (浪人､修験者､座頭等徘徊取締の御触) 

 ◎欠 
 
 〓欠 

 ①近年自ら浪人と名乗り百姓に合力を頼み､それが少分だと無理難題をいう｡こ 
 のような者が来たならばその辺の穢多･非人に召し取らせ役人に渡すこと､②旅 
 僧､修験､瞽女､座頭等の物貰いが､法外な報謝を受けるなど近年不届きの者が 
 多い､これも召し捕らえる事､以上2か条を村々は徹底せよ｡ 

 
 文章後欠 

 
 原本 

 
 状 

 
 １ 

 
 ◯ 

 
 78 

   3 
   5 

 Ａ 
 ３ 

 慶応３年７月 
 （１８６７年）・卯 

 
 
 一札之事 

 
 ◎阿知ｹ谷村百姓:市兵衛､親類:弥助 
 
 〓なし 

 自分は以前から農業を怠け身持ちも悪く､組合･親類から注意され､昨年も悪い 
 噂が立ち村役人から､組合一同も呼び出され何度も注意された｡しかし一向に効 
 き目がなく地方御用達の才治からも呼び出された｡多人数が呼び出されては仕事 
 に差支えるので私等が歎願申し上げ､組合親類で引受け取締を厳にする｡もし今 
 後背けば直ちに訴え､帳外しにする､と願い出る｡ 

  
 
 原本 

 
 
 状 

 
 
 １ 

 
 
 ◯ 

 
 
 78 

 
 Ｃ－１  貢租－年貢                                                                          
 

   4 
  33 

 Ｃ 
 １ 

 文化５年５月 
 （１８０８年）・辰 

 乍恐以書付奉申上候 
 (村高･助郷高 書上げ) 

 ◎阿知ｹ谷村百姓代:利右衛門･新右衛門､組頭:林蔵､庄屋: 
   孫右衛門 
 〓鈴木伝兵衛 

 寛永12年水野監物検地の阿知ｹ谷村は455石6斗3合､その内124石5斗 
 9升3合が検地の節永引きされた｡そして308石は嶋田宿助郷勤高で､除地は 
 8石(その内訳は､香橘寺､慶雲寺､東昌寺､利右衛門､六郎右衛門分)｡ 

 
 扣文 

 
 原本 

 
 状 

 
 １ 

 
 ◯ 

 
 78 

   5 
  34 

 Ｃ 
 １ 

 慶応３年１０月 
 （１８６７年）・丁卯 

 前欠 
 （高役金免除願） 

 ◎駿州志太郡伊太村与頭:文蔵､野田村庄屋:城一郎､阿知ｹ谷 
   村組頭:権右衛門岸村与頭:半十 
 〓島田御役所 

 前欠､冥加100石50人宛勤めているが､高役金上納は難渋の次第で､今般特 
 別の場合で国恩に応えなければならいことはわかるが､難渋の村なので高役金上 
 納はご免願いたい｡ 

 分類はC-2が妥当 
 文章前欠 
 扣文 

 
 原本 

 
 状 

 
 １ 

 
 ◯ 

 
 78 

 
 Ｄ－１  村制・戸口－村概況                                                                      
 

   6 
   9 

 Ｄ 
 １ 

 享保６年４月 
 （１７２１年）・丑 

 
 覚 
 (助郷役書付け) 

 ◎駿河国志太郡阿知ｹ谷村名主:六郎右衛門･五郎左衛門､組頭 
   藤五郎･孫右衛門･太兵衛､百姓代:九郎兵衛･長左衛門 
 
 〓御代官 

 島田町へ定助郷役高308石を勤め､歩行人足も提供､但し先年は勤めず､28 
 年以前の戌年､太田摂津守様知行の節嶋田定助郷役を仰せ付けられ､これはご免 
 願ったが受入れられず､馬飼い金6両を当村へ下された｡その後音沙汰ないが､ 
 東光寺御林山役は免除となっている｡ 

 
 分類はG-2が妥当 

 
 原本 

 
 状 

 
 １ 

 
 ◯ 

 
 78 

   7 
  10 

 Ｄ 
 １ 

 なし    ５月 
        ・卯 

 
 
 
 嘉永３戌年改  阿知ｹ谷 
 （村高変遷等のを記録) 

 
 
 ◎なし(当時の村役人-阿知ｹ谷村組頭:権右衛門) 
 
 〓なし(当時の役人-織本兵) 

 当村の最初はわからぬが､往古より存在した村方のようで､応永20(1413 
 )年今川範政が東光寺へ證文を下さり､｢範政は､阿知ｹ谷地頭･領家･給人等 
 の違乱を抑止したので諸公事を免除する｣との寺領安堵状がある｡又慶長9(1 
 604)年の検地の節､氏神､社寺の免除の書付けあり､この検地の時､村高3 
 08石5斗1升9合となっている｡その後大井川川成過半流失し､寛永12(1 
 635)年水野監物検地の村高183石9斗2升7合とある｡つまり慶長より寛 
 永まで高124石5斗9升2合が永川成になったと見える｡外に寛永18年から 
 天和2年までの当村領主が記されている｡ 

  
 
 
 原本 

 
 
 
 状 

 
 
 
 １ 

 
 
 
 ◯ 

 
 
 
 78 

   8 
  15 

 Ｄ 
 １ 

 欠  
 
 御尋ﾆ付御書付奉申上候 
 (隣村境界･家数等書付け) 

 
 ◎欠 
 
 〓欠 

 往還北側通りに住居する当村百姓家28軒､②往還南側は共に大草伊織地行所道 
 悦島村地内となっている､③往還南側通りの道悦島村百姓家数34軒､④当村百 
 姓家作する北側通り道悦島村地内9丁あり､西境は嶋田地内､野田松三郎傍示の 
 杭がある､⑤往還南側道悦島地内20丁あり西境は南側共に嶋田地内､傍示杭迄 
 東境は本田豊前守領分上青島村､⑥当村境は往還通り北側土居際まで地内あり､ 
 土居敷より道悦島村である､等を書付ける｡ 

 
 
 文章後欠 

 
 
 原本 

 
 
 状 

 
 
 １ 

 
 
 ◯ 

 
 
 78 

 



 Ｄ－２  村制・戸口－村政                                                                ＮＯ，２    
 

   9 
   2 

 Ｄ 
 ２ 

 なし    正月 
        ・寅 

 
 乍恐以書付奉願上候 

 ◎阿知ｹ谷村組頭:代治､奥書､同村庄屋:直一 
 
 〓 (名波門吉) 

 私はこれまで用いていた印鑑を紛失してしまったので､今後この印形を用いたく 
 ご許可願いたい｡別件:早稲･中田､晩稲､計28町9反歩余を4月21日から 
 5月15日迄に植え付け完了したので､これ届け出､とある｡ 

  
 原本 

 
 状 

 
 １ 

 
 ◯ 

 
 78 

 
 Ｄ－４  村制・戸口－戸口                                                                       
 

  10 
  23 

 Ｄ 
 ４ 

 延享２年３月 
 （１７４５年）・丑 

 
 取替申證文之事 

 ◎江戸浅草聖天町善兵衛店引取人:新兵衛､證人:源兵衛､名主 
   代:庄兵衛 
 〓天野助次郎代官所駿州志太郡阿知ｹ谷村与頭:五郎左衛門､名 
   主:権右衛門 

 万右衛門･その女房･仙次郎･又次郎･万三郎･かや･しな､の7人は阿知ｹ谷 
 村の百姓として今日迄来たが､渡世難渋に付き当地江戸に引っ越させる｡このた 
 めの人別引取状｡その写し｡ 

  
 原本 

 
 状 

 
 １ 

 
 ◯ 

 
 78 

  11 
    1 

 Ｄ 
 ４ 

 安永７年 
 （１７７８年）・戊戌 

 
 
 
 覚 
 (村人別の異同に関連して) 

 
 
 ◎山田加兵衛､河嶋小一兵衛 
 
 〓なし 

 ①掛川領･他領を問わず､檀家をもつ寺は､他宗隠居や死去した場合は申し出る 
 事､②村の寺院は､他宗或いは隠居或いは死去した人が出た場合は､その訳を申 
 し出る､③他国他村へ縁付き養子になった者が不縁で村へ帰った者､また奉公に 
 出て暇をとり帰った者があれば申し出る事､また他国他村から養子に引き取った 
 り新規に引っ越して来た場合も申し出る事､④他国他村の道心者､山伏､神職の 
 者が村に新に入り居住する場合は申し出る事､⑤村人で､宗旨替え､寺替えする 
 場合はまず寺同志で納得承知し願書を提出し指図を得る事､以上の事があれば宗 
 旨證文を提出する事､村帳面の外は何者によらず増人の場合は報せる事｡ 

  
 
 
 原本 

 
 
 
 状 

 
 
 
 １ 

 
 
 
 ◯ 

 
 
 
 78 

  12 
   6 

 Ｄ 
 ４ 

 弘化４年７月２０日 
 （１８４７年）・未 

 覚 
 （家出人帳外の件） 

 ◎阿知ｹ谷村出奔人母子:甚蔵､右同人親類 
 
 〓なし 

 阿知ｹ谷村甚蔵の母(47才)は､5年前4月奉公先から家出し､以後行方不明 
 となる｡捜索もむなしく永尋ねとなっていたが､この度帳外を仰せつかった｡こ 
 のため請印をだせとのことでこれを提出する｡ 

  
 原本 

 
 状 

 
 １ 

 
 ◯ 

 
 78 

  13 
   17 

 Ｄ 
 ４ 

 弘化４年７月２５日 
 （１８４７年）・未 

 
 欠 
 （帳外仰付けられの件）  

 ◎佐助母:きぬ､同人親類惣代:久助､同人組合惣代:八右衛門 
   村役人惣代 庄屋;孫右衛門 
 
 〓東手御代官所 

 佐助は細川越中守屋敷に中間奉公に上がったが､去る午12月､奉公先から欠落 
 行方不明､それで翌正月22日より30日宛6切れの180日の探索を仰せつか 
 った｡遠近を問わず所々探すも発見できず､以後度々日延べを願い探索するも見 
 つからないまま､このこと不埒につき一同お叱りをうけ､帳外を仰せつかった｡ 
 そのためのお請證文提出｡ 

 
 前欠文書 
 
 内容は通し番号22と 
 同じ 

 
 
 原本 

 
 
 状 

 
 
 １ 

 
 
 ◯ 

 
 
 78 

  14 
   19 

 Ｄ 
 ４ 

 慶応２年正月 
 （１８６６年）・寅 

 
 書替一札之事 

 ◎本多紀伊守領分駿州志太郡細島村庄屋:平四郎 
 
 〓なし 

 細島村の仲蔵の妹とも(30才)が当村平吉の妻として嫁いできたが､この度離 
 縁となり､当年より当村の人別からのぞくので細島村の親元の人別に加えて欲し 
 いという､宗門送り状｡ 

 本文とは別に､仲蔵の 
 願い出に対する庄屋直 
 一の奥書あり(前欠) 

 
 原本 

 
 状 

 
 １ 

 
 ◯ 

 
 78 

  15 
   22 

 Ｄ 
 ４ 

 慶応２年正月 
 （１８６６年）・寅 

 
 乍恐以書付奉願上候 

 ◎太田総次郎領分駿州志太郡阿知ｹ谷村百姓:源右衛門 
 
 〓名波門吉 

 中山議一郎代官所駿州志太郡島田宿半蔵の娘かの(16才)は私の妻として縁組 
 なる｡よって当年より当村阿知ｹ谷の人別帳に加えてもらいたい､との人別引取 
 願い｡ 阿知ｹ谷村庄屋:直一の奥書あり｡ 

  
 原本 

 
 状 

 
 １ 

 
 ◯ 

 
 78 

  16 
   28 

 Ｄ 
 ４ 

 慶応２年正月 
 （１８６６年）・寅 

 
 書替一札之事 

 ◎駿州志太郡藤枝宿下伝馬町問屋(人名なし) 
 
 〓太田総次郎領分駿州志太郡阿知ｹ谷村御役人中 

 当下伝馬町作五郎の娘さた(31才)が御村阿知ｹ谷の林蔵の妻として入る｡よ 
 って当村人別帳から削除､御村の人別帳に加えられたし､という人別送り状｡ 
 別件として､阿知ｹ谷村私妹とも(39才)は細島村の平吉の妻なったが､この 
 度離縁となったのでこちらの人別に加えるという､人別引取状(後欠)｡ 

  
 原本 

 
 状 

 
 １ 

 
 ◯ 

 
 78 

  17 
  31 

 Ｄ 
 ４ 

 （慶応２年）正月 
 （１８６６年）・寅 

 乍恐以書付奉願上候  ◎阿知ｹ谷村百姓:伊平､庄屋直一の奥書あり 
 〓名波門吉 

 駿府町奉行加藤壱岐守支配所駿州安倍郡安西町馬吉の娘もと(25才)を､私の 
 妻に引き取る｡その為の人別引取願い｡ 

  原本  状  １  ◯  78 

  18 
   8 

 Ｄ 
 ４ 

 慶応２年１２月 
 （１８６６年）・丙寅 

 
 
 差上申一札之事 

 ◎阿知ｹ谷村 駒五郎兄:五郎右衛門､組合惣代:清蔵､村役人 
   惣代 与頭:孫一郎 
 
 〓東手御代官所 

 阿知ｹ谷村百姓駒五郎(29才)は農業を嫌い､身持ち悪い｡親類･組合･村役 
 人も意見したが聞き入れない｡その内当9月ふと家出し行方不明｡所々探索する 
 も発見できず､以後この者何をしでかすか不安､そこで親類･組合･村役人相談 
 の上この駒五郎の旧離(勘当)を願ったところ､この度許され除帳を仰せつかっ 
 た｡その為のお請一札を提出｡ 

  
 
 原本 

 
 
 状 

 
 
 １ 

 
 
 ◯ 

 
 
 78 

  19 
   21 

 Ｄ 
 ４ 

     １０月 
        ・丑 

 一札之事  ◎嶋田宿組頭:孫六 
 〓阿知ｹ谷村御役人中 

 嶋田宿五郎七の弟､永蔵が阿知ｹ谷村の孫左衛門屋敷に借宅したいとの申し出が 
 あった｡この永蔵は嶋田宿の者に相違ないことを約す｡ 

  原本  状  １  ◯  78 

  20 
  26 

 Ｄ 
 ４ 

 （嘉永２年）１１月 
 （１８４９年）・丑 

 乍恐以書付御届奉申上候   ◎阿知ｹ谷村庄屋:孫右衛門 
 〓西川治左衛門 

 嶋田宿孫六組の五郎七弟(石工)は当年中島村孫左衛門の家敷内の稲屋を借りて 
 石工稼ぎをしたいと申しでる｡この件お届け｡  別件あり､備考欄へ｡ 

 香橘寺住持が春耕院へ 
 転院､弁城後任の願い 

 原本  状  １  ◯  78 

 



 Ｄ－４  村制・戸口－戸口                                                                ＮＯ，３    
 

   21 
  25 

 Ｄ 
 ４ 

 なし    正月 
        ・寅 

 乍恐以書付奉願上候  ◎阿知ｹ谷村百姓:林蔵 
 〓名波門吉 

 本多紀伊守領分駿州志太郡藤枝宿下伝馬町の竹五郎の娘きた(31才)が､私の 
 妻になる｡その為､下伝馬町からの人別引取許可を願う｡ 

  原本  状  １  ◯  78 

  22 
  29 

 Ｄ 
 ４ 

 （弘化４年）７月２５日  
 （１８４７年）・未 

 
 乍恐以書付御届奉申上候  

 ◎阿知ｹ谷村出奔人金右衛門後家子佐助親類:久助､同人組合惣 
   代:八右衛門､村役人惣代名主:孫右衛門 
 
 〓名波門吉 

 当村金右衛門後家の子佐助(19才)は､去る巳12月細川越中守江戸屋敷に奉 
 公にあがったが去る午年12月出奔､行方不明｡正月22日より30日ずつ6切 
 れの180日探索を命ぜられた｡それで遠近尋ねつくしたがわからず､更に度々 
 日延べして尋ねるよう命ぜられたが結局見つからなかった､このことお届けする 

 
 内容は通し番号13と 
 同じ 

 
 原本 

 
 状 

 
 １ 

 
 ◯ 

 
 78 

  23 
   27 

 Ｄ 
 ４ 

 なし    １０月２１日   なし 
 （持逃金立て替えの件）  

 ◎阿知ｹ谷村:孫左衛門､大次郎､藤五郎 
 
 〓大吉､勘右衛門 

 元当村孫左衛門倅弥左衛門倅弥吉が奉公を世話してもらったが､持ち逃げしたた 
 め届書並給金を飛脚に渡すようにとの申越しであるが､弥吉は昨年暮れ家出し､ 
 当正月役所に届け､帳外にされた者なので､申し越しに添うことは出来ない｡ 

  
 原本 

 
 状 

 
 １ 

 
 ◯ 

 
 78 

   24 
  30 

 Ｄ 
 ４ 

 なし  
 乍恐以書付奉願上候 

 ◎阿知ｹ谷村駒五郎兄:五郎右衛門､同兄･組合惣代組頭:孫一 
  郎 
 〓名波門吉 

 百姓駒五郎は仕事も精をださず､9月10日突然家出｡手を尽くして探索したが 
 依然行方不明｡それで旧離を願出でる｡ 

  
 原本 

 
 状 

 
 １ 

 
 ◯ 

 
 78 

  25 
   24 

 Ｄ 
 ４ 

 なし 
        ・寅 

 
 乍恐以書付奉願上候 

 ◎阿知ｹ谷村百姓:菊蔵 
 
 〓名波門吉 

 私の嫂(兄嫁)とく(当寅29才)と､その娘らく(6才)の2人は､中山一郎 
 代官所島田町三右衛門の娘･孫女とも先年引き取ったが､この度離縁して親元に 
 返す｡それで当村人別帳からこの者を除きたい､とする人別送り願い｡ 

  
 原本 

 
 状 

 
 １ 

 
 ◯ 

 
 78 

 
 Ｅ－３  諸産業－入会                                                                        
 

  26 
  35 

 Ｅ 
 ３ 

 文化１４年２月 
 （１８１７年）・丑 

 
 
 為取替一札之事 
 (東光寺村､岸村､阿知ｹ谷村3ｹ村の入会に関 
 して) 

 
 
 ◎岸村百姓代:半十､与頭:次郎右衛門･仙吉､庄屋:三郎右衛 
   門､東光寺村百姓代:長四郎､与頭:伊右衛門､名主:伴蔵 
 
 〓阿知ｹ谷村御役人中 

 東光寺村･岸村･阿知ｹ谷村の秣場山へ､東光寺村･阿知ｹ谷村が当秋に切畑し 
 たところ､この場所､入会山ではないということから出入りとなり､岸村は､掛 
 川役所へ阿知ｹ谷村を相手取り訴状提出､阿知ｹ谷村は返答書を提出､東光寺村 
 の場合は嶋田役所へ御添書をと岸村より願い上げた｡結果掛川役所にては､千羽 
 村藤兵衛､上湯日村三(郎)左衛門､野田村佐次右衛門､谷稲葉村源右衛門の4 
 名の立合により次のように決まる｡この秣場山は東光寺村･岸村･阿知ｹ谷村の 
 3ｹ村それぞれの地先で1分ずつ分け渡し､各村がそれぞれ支配する｡残り7分 
 は入会とし秣薪等刈取ることとして､3ｹ村の地先を示す(略)｡ 

 千羽･上湯日村･神郷 
 ･谷稲葉の4ｹ村の奥 
 書あり｡ 
 渦中3ｶ村はその境界 
 を具体的確認する｡ 

 
 
 
 原本 

 
 
 
 状 

 
 
 
 １ 

 
 
 
 ◯ 

 
 
 
 78 

 
 Ｅ－４  諸産業－林業                                                                        
 

  27 
   12 

 Ｅ 
 ４ 

      １１月 
        ・丑 

 
 乍恐以書付奉申上候 

 ◎阿知ｹ谷村名主:権右衛門､組頭:孫右衛門･政右衛門､百姓 
   代:新右衛門 
 〓嶋田御役所 

 百姓持林:2町2反6畝3歩､この永226文4分6厘(但し1反に付永10文 
 ずつ)｡これは当村百姓持林､吟味の通り､書面の通り年貢納入を約す｡但し余 
 所で上納永増加願いが出されたとしても､当村ではそんなことはしない｡ 

 帳外の七右衛門の復帰 
 願いが通り､この者組 
 合で責任持つ一札あり 

 
 原本 

 
 状 

 
 １ 

 
 ◯ 

 
 78 

 
 Ｆ－１  商業－一般                                                                          
 

  28 
   14 

 Ｆ 
 １ 

 慶応３年７月 
 （１８６７年）・卯 

 
 差出申一札之事 
 (油株仲間結成の件) 

 ◎阿知ｹ谷村油屋:良平､組合 
 
 〓なし 

 近年農業の合間に油売買をして来たが､去る寅年中､近郷油屋仲間で相談し､当 
 卯年から来る戌年迄20ｹ年間毎年冥加永を上納するという油屋の株を取決た｡ 
 しかしこの油株は新規のことなので〆売買は云うまでもなく諸事これまでの通り 
 他の迷惑になるようなことは一切しないことを約す､その一札｡ 

  
 原本 

 
 状 

 
 １ 

 
 ◯ 

 
 78 

  29 
   20 

 Ｆ 
 １ 

 なし   ９月２１日  
 覚 

 ◎駿州島田清水屋政蔵 
 
 〓阿知ｹ谷旦那様 

 酒代金=①8月9日迄:金1分2朱と8貫900分､②同21日:金224文③ 
 計1分2朱と9貫24文､④8月29日:内1貫500文取り､⑤引き金1分2 
 朱〆7貫624文､これ慥に受取､とある｡ 

  
 原本 

 
 状 

 
 １ 

 
 ◯ 

 
 78 

 
 Ｇ－２  交通・通信－助郷                                                                       
 

   30 
  11 

 Ｇ 
 ２ 

 なし   ４月 
        ・巳 

 
 
 御尋ﾆ付以書付奉申上候 
 (助郷勤高の変更について) 

 
 
 ◎阿知ｹ谷村組頭:新右衛門･権右衛門､庄屋:孫右衛門 
 
 〓欠 

 ①天和年中朝鮮人来朝の節､当村は定助郷の村ではなかったと言い伝えられて来 
 た②元禄7､太田摂津守御領分の節､島田宿へ定助郷を仰せつかり､それ以来高 
 308石を勤めるようになった｡それ以前は助郷役はなかった｡③正徳元年､朝 
 鮮人来朝の節､高100石に付き人足2人･馬2疋､島田宿付きの役を勤める｡ 
 ④享保4年･寛延元年朝鮮人来朝の時の勤めは正徳元年の場合と同じ｡⑤明和元 
 年の朝鮮人来朝の時は人馬請負になり､村から人馬は差出さず諸入用(金銭)か 
 ら提出したがその帳面はなく詳細はわからない｡ 

 古帳面なく詳細はわか 
 らない｡それというの 
 も天明年中､先の庄屋 
 権右衛門代に火災あり 
 古帳面焼失した､とあ 
 る｡ 
 文章後欠 

 
 
 
 原本 

 
 
 
 状 

 
 
 
 １ 

 
 
 
 ◯ 

 
 
 
 78 

 



            Ｇ－３  交通・通信－通信                                                           
     ＮＯ，４ 
 

 通し番号 
 文書番号 

 分 
 類 

 年号   年  月   日  
 西暦（   ）・干支 

    標     題    ◎差出人（役名・名前）  
   〓受取人（役名・名前）  

       摘      要     備  考  原ｺ写 
 本ﾋﾟ真 

 形 
 態 

 数 
 量 

 撮 
 影 

 箱 
 番号 

  31 
   16 

 Ｇ 
 ３ 

 なし    １１月２０日  
       ・卯 

 定  ◎地方御用達 
 〓阿知ｹ谷村御役人中 

 金1両2分(1疋3朱ずつ)､以上､役馬代金受取る､とする請取状｡   原本  状  １  ◯  78 

 
 Ｉ－２  災害・救恤－救恤                                                                       
 

  32 
   32 

 Ｉ 
 ２ 

 なし     ７月 
       ・卯 

 
 
 乍恐以書付御届申上候  

 
 ◎阿知ｹ谷村組頭:権右衛門 
 
 〓織本兵八 

 田高5町3畝歩､これは日照続きにて田地が地割れ状態になっているので､この 
 件届け出る｡ 
 別件｢乍恐以書付奉願上候｣の文書あり､大井川水下の村々は水防高役金(高1 
 00石に付き金2両の割合)を出すと仰せ付けられたが､我が村はこれに外れて 
 いるし､助郷勤めは島田宿に勤めている村なので････(以下後欠)､とのべ 
 水防高役金の提供を断る願文を載せる｡ 

  
 
 原本 

 
 
 状 

 
 
 １ 

 
 
 ◯ 
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  33 
    4 

 Ｉ 
 ２ 

 なし     ７月 
       ・寅 

 
 乍恐以書付奉願上候 

 ◎阿知ｹ谷村百姓代:善蔵､与頭:十平･権右衛門･代次､庄屋 
   直一 
 〓太田総次郎､名波門吉様 

 7月1日大風雨満水にて当村田方荒地となる､このことその節取り敢えずお届け 
 したが､場所反別については別紙にて提出したので､検分の上､引き方をお願い 
 したい｡ 

  
 原本 

 
 状 

 
 １ 

 
 ◯ 

 
 78 

 
 Ｋ－１  宗教・習俗・身分－宗教                                                                    
 

  34 
   7 

 Ｋ 
 １ 

 嘉永２年２月 
       ・己酉 

 一札  ◎本寺伊太村:静居寺 
 〓阿知ｹ谷村御役人中 

 阿知ｹ谷村方の香橘寺の鳥山長老はこの度八幡村耕春院住職として転院になった 
 後住として同寺弟子弁城長老が就任する｡以上御役所表より通知あり｡ 

 通し番号20備考欄と 
 関連｡ 

 原本  状  １  ◯  78 

 
 Ｘ  家                                                                                
 

  35 
  18 

 Ｘ      ８月  （女子消息文）  ◎けふ 
 〓しへ 

 自分の息災を述べ､相手の身を案じ､互いに達者でいられるように励ましあう｡   原本  状  １   

                                                                                  
                                                                                  
                                                                                  
                                                                                  
                                                                                  
                                                                                  
                                                                                  
                                                                                  
                                                                                  
                                                                       
 
 
 


